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冬の地蔵さん（写真研究会集団新白石）

マ彫

而属憲章
住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

＊自然を愛し　住みよい白石を　つくります。

＊文化を高め　美しい心を　そだてます。

＊健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

＊仕事にはげみ　豊かな郷土を　つく1）ます。

＊きま1）を守『）　明るい社会を　きずきます。



水
道
料
金
と
加
入
金
が

　
　
　
　
　
改
定
に
な
り
ま
す

　
十
二
月
定
例
市
議
会
に
水
道
料
金

と
加
入
金
の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、

五
十
五
年
一
月
一
日
よ
り
料
金

平
均
三
十
六
・
六
六
％
、
加
入
金

十
五
％
の
値
上
げ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
諸
物
価
値

上
が
り
の
お
り
、
誠
に
恐
縮
に
存
じ

ま
す
が
、
水
道
事
業
の
円
滑
な
運
営

を
は
か
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水
道
は
な
く
て
は

　
　
な
ら
な
い
も
の
で
す

　
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
が
出
る
。

く
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
ね
。

ご

　
水
道
は
、
私
達
が
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
す
る
た
め
に
は
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

蔵
王
の
雪
解
け
水
を
運
ぶ
白
石
川
を

持
つ
白
石
は
、
昔
か
ら
”
水
の
街
”

と
し
て
水
に
は
恵
ま
れ
て
来
ま
し
た

が
、
今
日
本
市
水
道
の
水
需
要
の
動

向
を
見
る
と
現
有
施
設
能
力
で
は
、

五
十
五
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
需
要

が
供
給
を
上
廻
る
見
込
み
と
な
り
六

十
年
度
供
給
開
始
を
目
標
と
す
る
広

域
水
道
（
七
ヶ
宿
ダ
ム
を
水
源
と
す

る
仙
塩
仙
南
広
域
水
道
事
業
）
か
ら

の
受
水
ま
で
の
間
、
つ
な
ぎ
水
源
を

確
保
す
る
必
要
が
出
て
来
ま
し
た
。

現
在
水
道
事
業
所
で
は
、
こ
れ
ら
水

不
足
の
解
消
と
、
給
水
区
域
の
拡
大
、

さ
ら
に
は
市
民
生
活
の
向
上
に
よ
る

水
需
要
の
増
加
に
こ
た
え
る
た
め
総

工
事
費
約
十
二
億
円
余
の
第
三
次
拡

張
事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
拡
張
工
事
は

　
　
　
ほ
と
ん
ど
借
入
金
で
す

水道料金

2．010

使用
水量

31「

水道梼金

3！0円

2，080一1り
」一1．380

2．15033

2．22034

2．29035

2．360

2．430

2．51）0

2．570

　
こ
の
工
事
に
要
す
る
費
用
の
ほ
と

ん
ど
は
国
か
ら
の
借
入
金
で
す
。
水

道
事
業
は
、
独
立
採
算
制
を
と
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税
金
、
国
・

県
か
ら
の
補
助
は
い
っ
さ
い
使
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
水
道
事
業
は
営
利
企
業
で
は
な
い

の
で
利
益
を
得
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
借
入
金
の
返
済
と
利
子
の
支

払
、
物
価
の
上
昇
等
に
よ
っ
て
毎
年

事
業
費
が
増
え
て
い
ま
す
一
．

　
現
行
料
金
で
改
定
し
な
い
場
合
、

今
後
、
五
十
六
年
度
末
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
水
道
財
政
の
試
算
を
致
し

ま
し
た
と
こ
ろ
一
憶
三
千
三
百
六
十

六
万
三
千
円
の
資
金
不
足
が
生
ず
る

見
込
み
で
、
こ
の
額
は
五
十
四
年
度

の
当
初
に
お
け
る
水
道
事
業
総
予
算

一
億
四
千
六
百
八
万
八
千
円
に
匹
敵

す
る
額
に
な
り
水
道
事
業
の
経
営
が

極
め
て
困
難
に
な
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
毎
日
安
く
て
豊
富
な
水
」

を
送
り
続
け
る
の
が
水
道
事
業
所
の

役
目
で
す
が
、
水
の
需
要
が
年
々
増

え
て
い
る
昨
今
、
施
設
の
増
設
や
拡

張
工
事
を
し
な
け
れ
ば
じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
水
の
確
保
は
望
め
ま
せ
ん
。

　
健
全
な
事
業
経
営
は
、
収
入
と
支

出
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

使用
水量

21t

水道料金

790円

使用
水量

111

金料道水

380円

陵用
水量

1t

99840124209】

1．450238901346（〕3

1．52024940145004

！．59025990155405

361．660261．040165806

371．730271．090176207

381．800281．141、〕186608

391．870291．190197009

2．64040！．940301．2402074010

△改定料金
▽各都市水道料金比較表

施

日月

実
　
年

　〃

20m電使用

の料金

口径13％

10ml使用

の料金

基本料金

口径13％
使用の場合

分区
＼

＼

　　　＼

都市名

11551．240740340白石市

14521．620770280市台仙

17541．900800
基本水量
　11）m蛋
　　800

石巻市

110531．76（〕800440塩釜市

11541．380680330古川市

11522．1001．000400名取市

11Q521．7001．000500気仙沼市

18511．220570
基本水量
　10m5
　　570

市泉

ビ

』

特別工業地区の設置

地場産業の保護育成

　
全
国
的
に
知
名
度
の
上
昇
し
て
い

る
「
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
今
年
で
第
二
十
二
回
を
迎
え
よ
う

と
し
、
ま
た
、
同
会
場
で
同
時
に
催

さ
れ
る
「
全
日
本
乾
め
ん
ま
つ
り
」

も
第
三
回
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
地
場
産
業
を
当
市
の

観
光
産
業
と
融
合
さ
せ
、
豊
か
な
自

然
と
歴
史
を
有
す
る
当
市
の
イ
メ
ー

ジ
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
盛
り
上
げ
て

ゆ
く
こ
と
は
、
当
市
の
産
業
進
展
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
因
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
地
場
産
業
に
供

す
る
工
場
の
新
型
機
械
設
備
導
入
及

び
そ
れ
ら
に
伴
な
う
工
場
の
増
改
築

は
必
至
な
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
に

反
し
、
用
途
地
域
内
建
築
規
制
に
よ

り
、
そ
れ
ら
行
為
の
休
止
が
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

　
そ
の
為
市
に
お
い
て
も
「
特
別
工

業
地
区
建
築
条
例
」
及
び
そ
の
地
区

を
制
定
し
、

て
は
、
今
後
建
設
大
臣
の
承
認
を
得

か
つ
市
議
会
の
議
決
を
経
て
、
は
じ

め
で
、
決
定
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
こ

の
条
例
を
施
行
す
る
為
に
は
、
尚
か

つ
、
都
市
計
画
地
方
審
議
会
に
よ
り

地
区
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

　
　
　
　
　
地
区
内
に
お
け
る
建
築
照

物
の
用
途
地
警
よ
窺
製
緩
義

し
、
又
は
周
辺
の
環
境
を
保
全
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
限

為
に
、
建
築
物
の
構
造
等
を
制
限
す
制

る
こ
と
に
よ
り
、
地
場
産
業
を
保
護
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

育
成
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
に

　
地
区
設
定
に
あ
た
っ
て
は
　
　
　
　
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準

o
文
教
、
・
厚
生
施
設
を
極
力
避
け
る
。
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
築

○
白
石
駅
の
沿
線
及
び
、
4
原
．
鎌
建

　
先
・
蔵
王
方
面
へ
の
ル
ー
ト
基
点
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

地
区
を
対
象
と
し
、
観
光
産
業
　
に
緩

か
か
わ
り
合
い
を
持
た
せ
る
。
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

○
旧
町
内
に
位
置
し
、
路
線
的
に
な
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例

　
ら
ず
、
地
区
に
巾
を
持
た
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条

な
ど
を
主
に
考
慮
し
ま
し
た
が
、
こ
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建

う
し
た
地
区
の
指
定
、
及
び
条
例
の
業

制
定
に
つ
い
て
は
建
設
省
及
び
県
と
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励

の
あ
い
だ
に
、
事
前
調
整
を
済
ま
せ
特

て
お
り
、
現
在
建
設
大
臣
の
承
認
を

受
け
る
為
の
業
務
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
　
（
条
例
の
制
定
に
つ
い

製粉及び製麺業こけし及ぴ木地玩具業

　増築又は増設

増築後200KW以内

及び基準時のL2倍

　基準時の1．2倍

新築又は新設

200．00KW以内
製粉業1ま2．5KWまで1

（50m’以内）

　増築又は増設

増築後2．25㎜以内

及び基準時の1．2倍

　基準時の1．2倍

1斤築又は新設

2．25KW以内

　10．75KW以内

＼

150m」以内1

基準時のL2倍

増築後500m～以内

基準時の1．2倍

（藪ワカの缶II限なし1

　500．00m2以内

　q50m～以内）

基…準目寺の1．2｛音

（動力の制限なし）

基準時のL2倍

（150m』以内〕

設備動力

　　の合計

作業所の

床面積の含計

設備動力

　　　の合計

作業所の

床面積の合計

住居地域内

住居地域内

特別工業地区

商薬地域内

特別工業地区

o（　　　）内は建築基準法によるよの。もの

O建ペイ率及び容積率は、用途地域、による制限

黛編遍へ漁　〆
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ック塀改善にブロ

補助と融資

　
宮
城
県
沖
大
地
震
は
街
中
に
大
き

な
災
害
の
傷
跡
を
の
こ
し
、
と
く
に

多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
ブ
ロ
哩
ク

塀
等
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
県
の
補
助
要
綱
に

基
づ
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
防
止
除
去

事
業
補
助
金
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
や
通
学

路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
「
ク
塀
で
、
地
震

に
よ
る
被
害
を
受
け
た
も
の
、
建
築

基
準
に
合
致
し
て
い
な
い
も
の
な
ど

で
、
倒
壊
防
止
及
び
除
去
工
事
に
補

助
金
を
出
す
と
い
う
も
の
で
す
，
三

ヵ
年
計
画
で
行
う
も
の
で
す
が
今
年

度
は
五
件
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

工
事
資
金
補
助

▽
補
助
を
受
け
ら
れ
る
方

　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
、
そ
の
他
の

通
学
路
等
に
面
し
た
倒
壊
な
ど
の
危

険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
除
却

し
、
安
全
な
も
の
と
す
る
工
事
を
行

う
方

▽
補
助
金
の
額

　
除
却
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
（
道
路

に
面
す
る
部
分
に
限
り
ま
す
）
の
面

積
一
平
方
訂
当
り
二
千
五
百
円
と
し

七
万
五
千
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間
及
び
場
所

　
昭
和
五
十
五
年
三
月
一
日
～
昭
和

五
十
八
年
二
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
白
石
市
役
所
建
設
課
。
く
わ
し
く

は
岱
五
～
一
二
一
｝
内
線
二
四
〇
～

二
四
｝
へ
。

工
事
資
金
融
資

　
　
　
（
災
害
復
興
住
宅
資
金
）

▽
融
資
を
受
け
ら
れ
る
方

　
宮
城
県
沖
地
震
に
よ
リ
ブ
ロ
ソ
ク

塀
な
ど
に
被
害
を
受
け
た
た
め
に
、

安
全
な
塀
な
ど
を
つ
く
り
直
す
方
「
．

▽
融
資
額

　
十
万
円
か
ら
三
百
十
万
円
ま
で

▽
利
率
と
返
済
期
間

　
年
五
・
〇
五
％
で
十
年
以
内
（
変

更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

▽
申
込
受
付
期
限
及
び
場
所

　
昭
和
五
十
五
年
六
月
十
一
日
ま
で

住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店

改善方法
，次の点検項目について行って下さい。

と検点　
」

　＊点検は，

基
礎
の
深
さ

ぐ
ら
つ
き

ひ
び
わ
れ

基
礎
が
石
積

の
上
に

盛
　
　
士

か
た
む
き
の

度
ム
ロ

す
か
し
ブ
ロ

ッ
ク
の
使
用

度
含

控
壁
の
間
隔

謄
の
厚
さ

30侃以』二し、なし、なし、なな　　い

少　　い

し、なな　　し、

少　　い

32配以下

　　き転　早達

　　傭　10

　三
注一

高
　
　
さ

3皿以下

＼鹸囎
　＼
危難＼
基準法に適合

やや危険

　疹　　　、

4

塑

整
匡

・
馨
ヤ

国
保
税
の
あ
ら
ま
し

国
保
の
所
得
の
申
告
は

　
　
　
も
う
す
み
ま
L
た
か
？

　
み
ん
な
が
使
っ
た
医
療
費
を
み
ん

な
で
分
担
し
合
う
の
が
国
保
税
で
す
。

そ
し
て
そ
の
額
は
所
得
の
多
い
人
に

は
高
く
、
少
な
い
人
は
低
く
　
　
こ

れ
が
国
保
の
原
則
で
す
。

　
み
な
さ
ん
が
正
し
い
所
得
の
申
告

を
し
な
い
と
、
国
保
税
は
不
公
平
な

も
の
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
国
保
の

特
色
と
し
て
国
保
税
は
総
額
と
し
て

と
る
べ
き
額
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
他
の
入
に
不
当
に
余
分
な
負
担

を
負
わ
せ
る
結
果
に
も
な
り
ま
す
．

　
あ
な
た
は
も
う
所
得
を
ち
ゃ
ん
と

申
告
し
ま
し
た
か
。

　
市
県
民
税
の
所
得
の
申
告
を
さ
れ

た
方
は
国
保
税
の
申
告
は
不
用
で
す
。

0
所
得
の
申
告
は
二
月
一
日
か
ら
三

　
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

　
あ
な
た
が
申
告
す
る
所
得
は
前
年

の
所
得
で
す
。
国
保
税
の
所
得
の
申

告
は
、
市
県
民
税
と
合
せ
て
行
な
い

ま
す
。

　
未
申
告
の
場
合
は
、
市
で
一
方
的

に
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
本

国
保
シ
リ
ー
ズ
⑥

来
、
国
保
税
の
滅
額
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
も
受
け
ら
れ
な
い
㎜

こ
と
も
あ
り
ま
す

．
正
し
い
所
得
の
㎜

申
告
を
ち
ゃ
ん
と
し
で
、
他
の
加
入
者
皿

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
ご
協
力
．
願
…

い
ま
す
。

欝
r

㈱歯

職一う癌一鵠

政
易

戸
イ

員
担

公
平

下水道工事に伴う

交通規制

小
下
倉
線
（
白
銀
通
り
）
を
南
に
一

一
四
貿
松
屋
旅
館
前
ま
で
の
間
を
、

ま
た
市
道
稲
荷
町
線
を
白
石
興
産
会

社
前
よ
り
管
野
合
資
会
社
前
ま
で
の

間
一
〇
四
層
を
幹
線
管
渠
工
事
を
す

る
た
め
、
国
道
一
一
三
号
線
青
葉
交

叉
点
よ
り
大
庭
ス
ポ
ー
ツ
店
間
、
及

び
白
石
興
産
会
社
前
よ
り
県
道
白
石

大
河
原
線
交
叉
点
ま
で
の
間
を
そ
れ

ぞ
れ
車
輔
通
行
止
を
し
て
、
四
月
上

旬
ま
で
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
何

か
に
と
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
そ
の
間
通
り
抜
け
の
車
は
別

の
路
線
を
使
用
願
い
ま
す
。
ま
た
沿

線
住
民
の
皆
様
に
は
再
度
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
何
辛
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一

黍
北
ト
線

本

露丁

天
華
藷
與
奪

ん

皿
に
つ
い
て
十
月
号
の
広
報
し
ろ
い
し

、
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
か
、
本

皿
年
度
工
事
の
う
ち
国
道
一
一
三
号
線

㎜
白
石
興
産
会
祉
よ
D
石
垣
商
店
ま
で

㎜
の
間
、
昨
年
十
月
か
ら
十
二
月
末
ま

㎜
で
の
三
ヵ
月
間
通
行
止
を
し
、
昼
夜

㎜
間
作
業
を
し
予
定
ど
お
り
完
成
す
る

「
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
市
民
の
み
な

…
さ
ん
ご
協
力
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま

皿
し
た
。

　
　
こ
の
国
道
一
＝
二
号
線
の
工
事
を

｝
起
点
と
し
、
皆
様
方
の
ご
家
庭
に
管

…
．
栗
を
少
し
で
も
近
づ
け
る
た
め
、
ま

…
ず
青
葉
前
交
叉
点
よ
り
市
道
白
石
沖

〆
勺

帳鮪

原、ノ

転
町
福
t
唯
慮
雀

も
、
ぴ
ぢ
硫
　
　
“
・
寸
舞
誓

　
　
　
　
』

，
」
コ

　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
因
　
，
百

，
」

園
劉
．

厨
U
門

□
t
」
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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大
人
の
仲
間
入
り

　
　
　
大
庭
　
直
樹
（
福
岡
）

「
私
の
宝
」

　
　
　
佐
藤
　
　
修
（
福
岡
）

「
成
入
の
日
を
迎
え
て
」

　
　
　
小
室
　
勇
吉
（
小
原
）

　
若
入
の
抱
負
等
を
力
強
く
の
べ
ら

れ
た
な
か
で
二
名
の
方
の
感
想
文
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

成
入
の
日
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
我
妻
貴
志
子
（
臼
川

　
し
た
。
個
性
の
“
コ
”
の
字
も
あ
り

）
ま
せ
ん
。
外
観
だ
け
で
な
く
内
容
で

　
も
「
私
は
、
こ
う
し
て
来
た
。
」
と

　
言
い
切
れ
る
特
別
な
こ
と
も
し
て
来

　
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
私
は
、

　
私
な
り
に
生
き
て
来
た
と
思
い
た
い

　
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
た
め

　
こ
：
’
：
，
o

　
　
こ
の
よ
う
な
私
で
す
か
ら
、
体
験

　
し
た
話
と
か
特
別
な
出
合
い
と
い
う

　
も
の
は
持
ち
得
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
こ

6

　
昭
和
五
十
五
年
の
成
人
式
が
｝
月

十
五
日
白
石
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
、
昭
和
三
十
四

年
四
月
二
日
か
ら
三
十
五
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
れ
た
方
で
、
男
性
三
百

一
名
、
女
性
三
百
十
七
名
の
合
計
六

百
十
八
名
。

　
式
典
の
な
か
で
は
次
の
七
名
の
方

の
記
念
感
想
文
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

「
ひ
と
つ
の
出
合
い
」

　
　
　
畠
山
　
光
恵
（
白
石
）

「
成
人
の
日
を
迎
え
」

　
　
　
道
山
　
芳
江
（
斉
川
）

「
わ
た
し
と
家
庭
」

　
　
　
福
田
　
瑞
恵
（
大
鷹
沢
）

「
成
人
の
日
を
迎
え
て
」

　
　
　
我
妻
貴
志
子
（
白
川
）

「
成
人
の
日
を
迎
え
て
」

、
痴
一
一
、
函
聾

　　師w　㎜
吊

誓いも新たに▲

晴れ着姿で▲

　
お
転
婆
で
山
々
を
男
の
子
に
混
じ

っ
て
走
り
廻
っ
て
い
た
私
が
、
成
日

の
日
を
迎
え
た
の
か
と
思
う
と
信
じ

ら
れ
な
い
思
い
で
す
。
山
歩
き
が
大

好
き
で
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
自

分
と
今
晴
れ
着
を
着
て
い
る
人
間

が
同
一
人
物
か
と
思
う
と
吹
き
出
し

そ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
の
二
十
年
間
、
私
は
精
一

杯
生
き
て
来
た
つ
も
り
で
す
。
失
敗

も
あ
り
ま
し
た
し
、
座
折
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
た
と
え
後
悔
す

る
こ
と
が
い
く
ら
あ
っ
た
と
し
て
も

私
な
り
の
人
生
を
歩
ん
で
来
た
つ
も

り
で
す
。
そ
れ
は
端
か
ら
見
れ
ば
他

人
と
同
じ
レ
ー
ル
の
上
を
歩
い
て
来

た
だ
け
で
何
の
苦
労
も
な
し
に
生
き

て
来
た
人
問
で
し
か
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
、
確
か
に
そ
う
言
わ
れ
れ
ば

そ
れ
ま
で
の
話
で
す
。
小
、
中
、
高
、

短
大
、
そ
し
て
就
職
と
一
つ
の
女
性

の
コ
ー
ス
を
そ
の
ま
ま
歩
い
て
来
ま

の
機
会
に
再
度
自
分
を
見
つ
め
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
末
っ
子
の
私

は
例
に
漏
れ
ず
、
末
っ
子
特
有
の
性

格
を
持
ち
生
意
気
で
理
屈
屋
、
現
代

子
独
特
の
三
無
主
義
者
と
い
う
人
間

で
す
。
で
は
、
こ
ん
な
私
に
、
こ
れ

か
ら
生
き
て
い
く
上
で
何
が
大
切
な

の
だ
ろ
う
。
い
つ
で
し
た
か
私
は
、

生
き
て
行
く
上
で
何
が
一
番
必
要
か

考
え
て
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私

の
結
論
で
は
、
生
き
甲
斐
と
な
る
べ

き
希
望
・
目
標
・
夢
の
類
を
も
っ
て

生
き
て
行
く
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
幾
度
か
の
大
き
な
試
験
が
終

っ
た
後
に
、
言
葉
に
現
わ
せ
な
い
よ

う
な
空
虚
感
、
虚
脱
、
あ
る
い
は
無

気
力
状
態
に
陥
い
る
と
い
っ
た
体
験

を
よ
く
し
ま
し
た
。

目
標
を
失
な
っ
た
時
の
自
分
の
抜
け

殼
同
様
の
姿
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

こ
れ
か
ら
生
き
て
行
く
上
で
生
き
甲

斐
が
一
番
大
切
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。

《
・

現
在
、
自
分
の
生
き
甲
斐
は
就
職
と

い
う
問
題
を
解
い
た
た
め
に
か
、
こ

れ
と
い
っ
た
目
標
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
今
の
私
が
無
気
力
状
態
か
と

言
う
と
そ
う
で
も
な
い
の
で
す
。
こ

の
答
え
を
知
っ
た
た
め
に
、
こ
の
生

き
甲
斐
を
捜
す
こ
と
が
　
今
の
私
の

生
き
甲
斐
と
な
っ
て
生
き
る
楽
し
さ

を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
私
の
生
涯
は
、
こ
の
生
き
甲
斐

を
捜
し
歩
く
放
浪
者
と
し
て
い
つ
ま

で
も
何
か
を
求
め
て
生
き
て
行
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
成
入
の
日

を
迎
え
た
私
は
、
成
人
一
年
生
、
あ

る
い
は
今
春
か
ら
社
会
人
一
年
生
と

し
て
、
新
た
な
大
人
と
し
て
の
生
き

甲
斐
を
見
つ
け
出
そ
う
と
放
浪
の
旅

へ
出
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
本
当
の
意
味
の
大
人
の

生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
大
入
と
し
て

の
責
任
が
追
求
さ
れ
、
現
実
を
直
視

し
て
、
自
分
と
い
う
重
い
荷
を
自
分

一
入
の
肩
に
背
負
い
込
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
見
て
来
た
空

想
も
崩
れ
去
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

こ
の
現
実
と
の
差
に
負
け
る
こ
と
な

く
社
会
の
成
員
と
し
て
生
き
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
入
に
な
る

に
あ
た
っ
て
社
会
に
対
す
る
大
望
は

持
つ
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
せ
め

て
自
分
を
見
失
う
こ
と
な
く
生
き
生

き
と
し
た
女
性
で
い
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

ひ
と
つ
の
出
会
い

　
　
　
　
　
畠
山
光
恵
（
臼
石
）

　
私
は
現
在
、
東
北
福
祉
大
学
に
在

学
中
の
学
生
で
す
。
私
は
、
こ
の
大

学
に
入
学
し
た
時
、
友
達
に
誘
れ
て

白
石
の
在
宅
心
身
障
害
児
者
を
対
象

に
活
動
し
て
い
る
白
石
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
“
つ
く
し
”
に
入

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
最
初
に
活

動
し
た
こ
と
は
、
月
に
】
度
行
な
わ

れ
る
陽
光
園
へ
の
訪
問
で
し
た
。
ち

ょ
う
ど
そ
の
時
河
原
へ
園
生
た
ち
が

来
て
い
て
、
そ
こ
で
一
緒
に
遊
ぶ
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
今
ま
で
施
設

と
い
っ
た
ら
不
忘
学
園
の
不
忘
祭
に

行
っ
た
だ
け
で
そ
の
よ
う
な
施
設
に

行
っ
た
こ
と
が
一
度
も
な
い
と
同
じ

よ
う
な
私
は
、
た
だ
河
原
で
ポ
ッ
ン

と
し
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
し
か
し

そ
の
友
は
積
極
的
に
そ
の
中
へ
入
り

込
ん
で
、
自
分
か
ら
握
手
を
し
、
声

を
か
け
て
行
く
の
で
す
。
私
は
何
の

た
め
に
来
た
の
か
自
分
に
問
い
か
け

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
返
事
は
”
こ

の
入
た
ち
と
友
達
に
な
り
た
い
か
ら

来
た
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
、
お
前
は

何
を
し
て
い
る
の
”
と
の
答
え
で
し

た
。
そ
う
で
す
。
私
は
こ
の
人
達
と

友
達
に
な
り
た
く
て
来
た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
の
私
は
、
園
生
達
に
。
こ

ん
に
ち
は
”
と
握
手
を
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
に
園
生
た
ち
は
．
こ
ん
に

ち
は
”
と
声
を
返
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
ん
な
私
に
．
先
生
名
前

何
て
言
う
の
”
な
ど
と
聞
い
て
く
れ

る
の
で
す
。
何
て
表
現
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
あ
の
人

達
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
が
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
、

こ
の
人
達
に
何
も
し
て
あ
げ
る
こ
と

は
出
来
な
い
け
ど
、
で
も
、
こ
の
人

達
が
私
に
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
大
切
な
人
達
と
の
出
会
い
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
人
達
が
私
の
友
達
に
な
っ
て
く

れ
る
、
と
そ
ん
な
気
が
し
た
ん
で
す
。

ま
た
、
そ
ん
な
一
つ
の
出
合
い
が
、

私
の
知
ら
な
か
っ
た
世
界
へ
ず
る
ず

る
と
引
き
込
ん
で
行
っ
た
よ
う
に
さ

え
思
い
ま
す
。

　
自
分
自
身
が
苦
し
い
事
や
、
つ
ら

い
事
で
悩
ん
で
い
る
時
活
動
し
た
ら

却
っ
て
皆
ん
な
と
の
楽
し
い
場
を
こ

わ
し
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し
て
も

つ
い
つ
い
足
は
、
そ
っ
ち
の
方
に
向

か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
ん
な
時

あ
の
入
達
の
笑
顔
は
、
自
分
が
悩
ん

で
い
た
こ
と
に
、
そ
ん
な
こ
と
ど
う

で
も
い
い
や
と
心
の
中
を
和
ら
げ
て

く
れ
る
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

っ
て
も
色
々
あ
り
ま
す
。
で
も
、
私

が
今
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
人
達
と

友
達
に
な
り
、
こ
の
人
達
と
｝
緒
に

な
っ
て
行
動
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
こ
こ
で
皆
さ
ん
に
判
っ
て
ほ
し
い

事
、
し
て
ほ
し
い
事
、
お
願
い
し
た

い
事
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に

は
、
自
分
に
は
、
そ
の
よ
う
な
暇
が

な
い
、
自
分
は
自
分
だ
け
が
生
き
る

だ
け
で
精
一
杯
だ
か
ら
な
ど
と
い
う

気
持
ち
で
、
聞
い
て
く
れ
て
い
る
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
ん
な

こ
と
考
え
な
く
て
も
、
例
え
ば
町
で

盲
人
が
い
て
自
分
と
同
じ
方
向
に
歩

い
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
、
そ
し
た

ら
途
中
ま
で
で
も
い
い
手
を
ひ
い
て

あ
げ
る
と
か
、
軽
く
肩
を
押
し
て
あ

げ
る
と
か
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
別

れ
る
時
に
は
“
気
を
付
け
て
ネ
”
ぐ

ら
い
の
声
を
か
け
て
ほ
し
い
。
ま
た

陽
光
園
の
人
達
が
町
を
き
れ
い
に
し

よ
う
と
掃
除
や
園
芸
を
し
て
い
た
ら

”
御
苦
労
様
”
と
か
“
が
ん
ば
っ
て

ネ
”
と
声
を
か
け
る
だ
け
で
も
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
例
を
上
げ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
あ
っ
て
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
私
の
言
っ
た
事
は
す
べ
て
当
た

り
前
の
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
誰
で
も
出
来
そ
う
で
す
が
実
行
す

る
の
は
難
し
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
初
め
て
か

ら
、
］
年
と
ち
ょ
っ
と
で
す
が
、
自

分
の
考
え
方
も
変
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
判
ら
な
い
こ
と
や
難
し
い
事
に

打
ち
か
つ
事
が
多
い
で
し
ょ
う
。
で

も
た
っ
た
一
つ
変
ら
な
い
事
、
そ
れ

は
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続

け
て
行
く
限
り
、
い
い
え
、
私
が
生

き
て
い
る
人
間
で
あ
る
限
り
、
ず
っ

と
あ
の
人
達
と
友
達
で
い
た
い
。
人

間
の
生
き
る
価
値
や
尊
さ
を
大
切
に

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
も
し
私
が
将
来
こ
の
土

地
を
離
れ
た
と
し
て
も
、
あ
の
人
達

が
私
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
は
、
一

生
、
生
き
る
力
と
な
り
糧
と
な
る
で

し
ょ
う
。
も
し
か
す
る
と
、
他
の
土

地
で
ま
た
同
じ
よ
う
な
活
動
を
続
け

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ろ

ん
な
人
と
巡
り
合
う
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
そ
ん
な
人
達
と
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
出
合
い
を
大
切
に
し
て
行
き
た

い
と
思
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

私
は
二
十
歳
と
い
う
ス
タ
ー
ト
台
に

乗
っ
て
、
社
会
に
生
き
る
人
々
が
、

　
人
前
の
大
人
と
し
て
、
社
会
人
と

し
て
生
き
る
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
忘
れ
な
い

初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
の
新
し
い
ス

タ
ー
ト
台
に
乗
っ
た
の
で
す
。
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市
県
民
税
の
申
告
は

　
市
県
民
税
の
申
告
相
談
は
二
月
一

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
、
次
表
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
お
近
く
の
受
付

会
場
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
必
要
と
す
る
人

　
今
年
の
｝
月
一
日
現
在
、
市
内
に

居
住
し
て
い
て
、
昭
和
五
十
四
年
中

に
所
得
の
あ
っ
た
次
の
人
が
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
商
業
・
農
業
・
製
造
業
な
ど
事
業

　
を
営
ん
で
い
る
人
。

▽
譲
渡
・
不
動
産
・
配
当
・
利
子
雑

　
収
入
な
ど
所
得
が
あ
っ
た
人
。

▽
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た

　
人
。

▽
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
の
事
務
所
か

　
ら
受
け
て
い
る
入
。

▽
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
給
与

　
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て

　
い
な
い
人
。

▽
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

　
提
出
さ
れ
る
人
と
給
与
支
払
報
告

2
月
－
日
～

　
　
　
　
3
月
1
5
日

書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は

　
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
で

も
、
申
告
書
の
裏
面
に
そ
の
理
由

　
を
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

▽
所
得
状
況
が
明
ら
か
な
帳
簿
や
領

　
収
書

▽
医
療
費
の
受
領
書

▽
生
命
保
険
料
の
支
払
証
明
書

▽
印
鑑

所
得
税
の
申
告

　
所
得
税
の
白
石
で
の
相
談
日
は
三

月
四
・
五
日
の
両
日
市
役
所
大
会
議

室
（
四
階
）
で
行
い
ま
す
。

　
納
税
者
が
、
昭
和
五
十
四
年
中
に

得
た
所
得
と
、
そ
れ
に
対
す
る
税
額

を
計
算
し
、
納
め
過
ぎ
や
不
足
分
を

精
算
す
る
も
の
で
す
。

　
源
泉
徴
収
や
予
定
納
税
で
税
金
が

納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
、
給
与

所
得
者
で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除

な
ど
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
、

年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

し
て
い
な
い
た
め
年
末
調
整
を
受
け

な
か
っ
た
人
は
、
確
定
申
告
を
し
な

い
と
、
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
税

金
は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
税
金
の
還
付
を
受
け

ら
れ
る
人
は
、
二
月
十
六
日
以
前
で

も
税
務
署
で
は
、
申
告
書
を
受
付
け

て
い
ま
す
か
ら
早
目
に
申
告
し
て
還

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
用
紙
は
、
税

務
署
か
ら
申
告
義
務
者
宛
に
送
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
申
告
の
手
引
」
　
「
申
告
書
の
書
き

方
」
が
同
封
さ
れ
て
き
ま
す
か
ら
よ

く
該
当
箇
所
を
お
読
み
に
な
り
、
期

限
ま
で
に
正
し
い
申
告
と
納
税
を
し

て
く
だ
さ
い
。
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　　昭和55年度
市県民税申告相談日程表

場会域区付受地区

越河出張所

9

越河

斎川出張所
一1　5　7－
6　7－2　8

斎　”1

大平分室
一
8

一
5

大平

大鷹沢出張所大鷹沢

白　川　出　張　所

大　卒都婆集　会亘斤

上戸沢築会所

小久保平桀会所

下戸沢集会所

白　川1

時　　　　　間

9：駒一12：0c
l3：00～15二30

9：30－12＝OC
13：00－15＝30

9＝30－15：30

9　＝30－12；OG

13：00－15：30

9：30～12＝00
13：00～15；30

9＝30－12＝OG
13；GO－15；30

9＝30－12：0C
13：00－15：30

9：30～12：0G
13：QO～15：30

9；30－12＝OO
13；00－15：30

9：30－12：DC
13：00－15＝　30

曜日

金

月　日

2月1日

月4

火5

水6

木7

金8

火12

水13

木14

『
『

30
00

赤井畑巣会所

小原出張所

新町集会所
市役所大会議室

明戸集会所

福岡分室

八宮生活センター

南区粟会所

北区集会所

憧上集会所
滝下集会所

市役所大会議室

上戸沢

小久保平

下戸沢
冷清水

大熊
赤井畑

塩倉東中北

新町　猿鼻
農業・譲渡・所得確定申告

赤坂
明戸　湯元

山下　下原
上原

沖区
山根

八宮
大網　芹沢
酉区上西区下
南区

北区
東区

滝上

滝下　尾箆
農業所得確定申告

南町

小原

9　：30幅12：00

13：00～15：30

9　：30～12：00

13：00－15二〇〇

金15

『
嘲

9二30～12：00
13：00－15＝00

9：30～12：00
13：00－15：00

9：30～15＝00

9：00－16；00

月18

火19

水20

小原～
～

福岡

～12：00
－15100

木21

『
『

金22

～
～

月25

DD
σD、

～
火26

白石

三住開拓婦人ホーム

福岡小学校不忘分校

川原子開拓婦人ホーム

福岡小学校蔵王分絞

弥冶郎集会所

鎌　先集　会所

住三

沼

不　忘

川原子

蔵　王

弥治郎

鎌　先

福岡

市役所大会議室確定申告

小下倉集会所

市役所大会議室

小下倉

田町・本町・中町・長町

亘理町・短ヶ町・新町・西益岡

本郷第2　　4

中益岡・東益岡・柳町

清水小路・寿町・本郷第1・3

上郡山　　郡　山

鷹　巣

白石

申告日に申告出来なかった人

9　：30－E2：00
13：00一五5：α0

9　：30～15：00

9　：30～15：DO

g：00－16：00

9；00～12：00

10：00～15：00

10＝ODr15：00

10100q2：0D

工3100－15；GO

9　：30－12；00

13＝00～15：00

9＝00～16二〇〇

9：00－16：00

9　：30－15　00

9＝00嘲16，00

9＝00～16：00

9　：DO－12：00

9：00－16；ゆ0

9：00－16＝00

9＝00－16：DO

9：00～16：00

9＝OG－16：00

9＝00～12＝00

水7

木28

金

土

　　29

3月1日

月3

火4

水5

木

金

土

月

火

水

木

金

土

6

7

8

10

11

12

13

14

15

、
ξ

二
－
」
『
－

市

民

登

白
石
市
沢
端
一

M
・
ベ
ラ
ン
ジ
ェ

場○

（
五
〇
歳
）

天
ぷ
ら
の
好
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
邦
人

　
白
石
の
町
に
来
た
と
き
の
第
一
印

象
は
？
　
と
の
問
い
に
、
「
空
気
の
ニ

オ
イ
が
違
う
。
お
い
し
く
感
じ
た
一

と
、
ブ
ル
ー
の
瞳
を
輝
か
し
な
が
ら

語
っ
て
く
れ
る
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
さ
ん
。

　
牧
師
と
し
て
母
国
カ
ナ
ダ
か
ら
日

本
に
来
て
今
年
で
二
十
四
年
、
白
石

で
の
暮
し
は
四
年
目
。
も
う
、
す
っ
か

り
白
石
の
生
活
に
慣
れ
、
夏
は
早
起

き
テ
ニ
ス
、
冬
は
蔵
王
で
ス
キ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
・

　
　
　
　
　
　
　
ε
・
塾
穐

す
る
の
が
楽
し
み
と
か
。
二
年
前
か

ら
習
い
始
め
た
書
道
も
、
今
で
は
か

い
書
三
級
、
細
字
一
級
の
立
派
な
腕

前
。　

日
本
食
は
何
で
も
食
べ
る
が
、
特

に
天
ぷ
ら
が
好
き
と
の
こ
と
。

　
白
石
に
来
て
『
番
戸
惑
っ
た
こ
と

は
、
「
方
言
に
コ
マ
ッ
タ
一
と
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
語
っ
て
く
れ
る
筆
も

箸
も
器
用
に
使
う
異
邦
人
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
驚
，

箋
婆

か
し
こ
い

消
費
者

「
か
ま
ぽ
こ
」
に
も

　
　
　
　
　
認
証
マ
ー
ク
が
…
…

　
宮
城
県
で
は
、
品
質
の
向
上
と
、

消
費
者
が
よ
い
商
品
を
選
び
や
す
い

よ
う
に
食
卓
に
馴
染
み
の
深
い
豆
腐

油
揚
げ
・
納
豆
・
こ
ん
に
ゃ
K
の
四

品
目
に
つ
い
て
、
地
域
食
品
認
証
制

度
を
行
っ
て
ま
す
が
今
回
、
か
ま
ぼ

こ
を
追
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

か
ま
ぼ
こ
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
要

望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
二
百
カ
イ
リ

問
題
か
ら
原
料
の
ス
リ
身
の
確
保
が

不
安
だ
っ
た
た
め
見
送
ら
れ
ま
し
た

最
近
は
一
応
安
定
状
態
に
あ
る
の
で

対
象
品
目
に
加
え
た
も
の
で
す
。

「
蒸
し
か
ま
ぽ
こ
類
」
「
焼
板
か
ま
ぼ

こ
類
」
「
ゆ
で
か
ま
ぽ
こ
類
」
「
揚
げ
か

ま
ぼ
こ
類
」
に
分
類
さ
れ
、
板
付
き

か
ま
ぼ
こ
、
ち
く
わ
、
笹
か
ま
ぽ
こ
、

な
ど
県
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
大
部

分
の
か
ま
ぼ
こ
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
食
品
添
加
物
の

使
用
制
限
、
で
ん
粉
含
有
率
の
引
下

げ
等
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
基
準
を
上

廻
っ
た
全
国
的
に
み
て
も
良
質
の

「
か
ま
ぽ
こ
」
の
生
産
、
販
売
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
市
場
に
も
間
も
な
く
認
証
マ

ー
ク
付
か
ま
ぽ
こ
が
出
回
り
始
め
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
豆
腐
・
油
揚
げ
・

納
豆
・
こ
ん
に
ゃ
く
と
と
も
ど
も
認

証
マ
ー
ク
な
ど
表
示
事
項
に
注
意
し

て
ご
活
用
下
さ
い
。

わ
が
家
の
省
エ
ネ

　
チ
ェ
ツ
ク
ポ
イ
ン
ト

　
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

①
、
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て

い
ま
す
か
。

②
、
仕
事
を
し
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見

て
い
ま
せ
ん
か
。

③
、
朝
な
ど
テ
レ
ビ
を
時
計
が
わ
り

に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

④
、
二
台
も
っ
て
い
る
家
庭
で
は
同

じ
番
組
を
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

⑤
、
瞬
間
受
像
式
の
テ
レ
ビ
を
長
い

間
見
な
い
と
き
は
、
プ
ラ
グ
を
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
い
ま
す
か
。

⑥
、
音
量
や
明
る
さ
は
適
正
で
す
か
。

　
掃
除
機

①
、
必
要
以
上
に
大
き
な
掃
除
機
を

使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

②
、
掃
除
の
前
に
部
屋
を
キ
チ
ン
と

片
づ
け
て
い
ま
す
か
。

味
自
慢

やす（白石〕高田

肉
ダ
ン
ゴ
の
も
ち
蒸
し

　
材
料
、
二
入
分
、
も
ち
米
一
合
、

鶏
ひ
き
肉
二
百
9
、
玉
ね
ぎ
％
個
、

し
い
た
け
、
二
・
三
枚
、
人
参
少
々

　
作
り
方

　
も
ち
米
を
水
に
三
時
間
つ
け
水
気

を
と
る
。
し
い
た
け
を
も
ど
し
、
玉

ね
ぎ
、
人
参
と
と
も
に
み
じ
ん
切
り

す
る
。
ひ
き
肉
、
ね
ぎ
、
し
い
た
け

人
参
に
、
塩
、
し
ょ
う
油
、
酒
少
々

と
片
く
り
粉
を
す
こ
し
加
え
、
ダ
ン

ゴ
を
丸
め
、
も
ち
米
を
広
げ
、
ダ
ン

ゴ
を
こ
ろ
が
す
。
皿
に
間
を
あ
け
並

べ
十
五
分
間
中
火
で
む
す
、
し
ょ
う

が
し
ょ
う
油
で
ど
う
ぞ
。
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蘭
ぎ
嘗
き
あ
墾
煎
馨

上
西
国
八
と
開
業
医
の
ケ
ン
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
た
な

　
上
西
国
八
は
、
通
称
「
本
店
」
と

呼
ば
れ
た
豪
商
の
四
代
目
の
主
人
公

で
あ
る
。
屋
敷
は
、
今
の
本
町
の
エ

コ
ー
ボ
ー
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

こ
の
家
は
、
昔
、
代
々
、
領
主
の
片

倉
家
の
御
用
金
係
り
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
。
な
か
な
か
気
骨
の
あ
る
人

で
、
若
い
こ
ろ
（
明
治
三
年
）
、
父
と

い
っ
し
ょ
に
役
人
の
不
正
を
訴
え
出

　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

て
、
か
え
っ
て
牢
に
打
ち
込
ま
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
柳
町
の
妙
見
寺
を

　
　
　
　
　
　
こ
　
く
　
ぽ
だ
い
ら

建
て
、
小
原
の
小
久
保
平
を
開
墾
し

た
の
も
、
こ
の
人
で
あ
り
、
白
石
の

大
恩
人
で
あ
る
。

　
こ
の
人
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
分

ら
な
い
が
、
白
石
の
開
業
医
た
ち
と

仲
が
余
り
よ
く
な
か
っ
た
。
あ
る
会

合
で
、
こ
の
地
方
の
開
業
医
の
薬
箱

に
は
カ
ビ
が
生
え
て
い
る
、
と
い
っ

た
。
こ
れ
を
聞
い
た
開
業
医
た
ち
は

な
に
を
ぬ
か
す
か
、
と
カ
ン
カ
ン
に

ご
っ
し
ゃ
え
で
（
お
こ
っ
て
）
さ
ん

ざ
ん
、
国
八
の
悪
口
を
し
た
。
そ
れ

が
ま
た
、
国
八
の
耳
に
は
い
っ
た
。

今
度
は
、
国
八
の
ほ
う
で
お
こ
っ
て

し
ま
っ
た
。
よ
し
よ
し
、
そ
ん
な
ら

白
石
に
立
派
な
病
院
を
建
て
て
、
町

野
新

民
の
便
利
を
は
か
る
一
方
、
藪
医
者

ど
も
を
困
ら
せ
て
や
る
ぞ
、
今
に
見

ろ
と
、
か
ね
が
ね
計
画
し
て
い
た
病

院
建
築
に
全
力
を
あ
げ
た
。

　
な
か
な
か
、
説
得
力
の
あ
る
入
で

こ
の
入
に
、
よ
く
わ
け
を
話
し
て
頼

ま
れ
る
と
、
希
望
通
り
の
金
額
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

む
ろ
ん
、
ヶ
ン
カ
の
た
め
に
、
刈
田

病
院
が
で
き
上
っ
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

白
石
地
方
の
コ
レ
ラ
流
行

　
明
治
十
五
年
の
七
・
八
月
ご
ろ
、

白
石
地
方
に
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
。

ま
ず
、
漁
港
の
塩
釜
に
患
者
が
出
た
。

　
　
　
　
　
さ
か
な
ま
ち
　
　
か
わ
り
ま
ち

次
に
仙
台
の
肴
町
、
河
原
町
、
つ
ま

り
、
エ
サ
バ
町
か
ら
出
た
。
そ
れ
か

ら
、
亘
理
郡
の
荒
浜
に
出
た
（
七
月

　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ぷ
　
く
ま

十
九
日
）
。
こ
れ
が
阿
武
隈
川
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
伊
具
郡
の
丸
森
町
、
耕
野

村
、
大
張
村
な
ど
に
発
生
。
刈
田
郡

で
は
斎
川
村
が
最
初
で
、
白
石
町
、
大

平
村
、
大
鷹
沢
村
、
福
岡
村
そ
の
他

の
村
々
に
も
急
激
に
蔓
延
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
コ
レ
ラ
患
者
の
取
り

あ
つ
か
い
は
、
ほ
と
ん
ど
、
お
話
に

な
ら
ず
、
一
度
か
か
っ
た
ら
、
手
の

は
ご
こ施

し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
当
時
の
医

学
雑
誌
に
「
コ
レ
ラ
患
者
の
取
扱
法
」

と
い
う
論
文
が
の
っ
て
い
た
が
、
実

際
は
、
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
わ
ず

か
に
、
肉
・
魚
・
果
物
な
ど
の
生
物

を
食
う
な
、
生
水
を
飲
む
な
、
水
泳

き
す
る
な
、
と
い
う
程
度
の
も
の

で
、
み
す
み
す
、
患
者
を
見
殺
し
に

し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
刈
田
病
院
の
医
師
某

が
、
町
内
の
カ
ク
ラ
ン
患
者
を
コ
レ

ラ
と
誤
診
し
た
。
警
察
で
は
早
速
、

何
個
所
か
の
町
は
ず
れ
に
巡
査
を
出

　
　
　
　
　
ざ
い
か
た

し
て
、
町
と
在
方
と
の
交
通
を
遮
断

し
た
。
当
時
は
イ
ン
フ
レ
か
ら
デ
フ

レ
に
移
る
と
き
で
、
世
の
中
が
、
だ

ん
だ
ん
、
つ
ま
っ
て
き
た
。
在
方
か

ら
全
く
入
が
出
て
こ
な
く
な
っ
た
の

で
、
町
の
商
家
で
は
品
物
が
全
然
売

れ
ず
、
な
ん
と
も
困
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
う
な
る
と
、
警
察
と
病
院
と
が
、

に
く
ら
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
た

「
病
院
つ
ぶ
れ
ろ
、
警
察
焼
げ
ろ
、

巡
査
コ
レ
ラ
で
死
ね
ば
よ
い
」
と
い

う
歌
さ
え
流
行
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
こ
ろ
は
、
ど
こ
の
漢
方

医
も
、
新
式
の
西
洋
医
学
の
急
速
な

発
展
を
喜
ば
な
か
っ
た
。

　
こ
と
ご
と
に
ね
た
ん
で
、
な
に
か

に
つ
け
て
、
こ
れ
を
つ
ぶ
そ
う
と
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
土
地
の
有

力
者
と
、
だ
っ
組
ん
だ
こ
と
も
あ
っ

た
。
白
石
の
場
合
も
、
そ
う
で
あ
っ

た
。
病
院
の
医
師
が
カ
ク
ラ
ン
を
コ

レ
ラ
と
間
違
っ
た
の
を
、
決
し
て
見

逃
さ
な
か
っ
た
。
病
院
の
医
者
は
、

な
ん
の
役
に
も
立
た
な
い
、
病
院
は

有
害
で
無
益
だ
、
と
町
の
人
た
ち
に

触
れ
回
っ
た
。
そ
れ
は
、
病
院
と
し

て
も
、
大
変
、
迷
惑
な
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
白
石
郊
外
の
郡

山
に
、
ほ
ん
も
の
の
コ
レ
ラ
が
出
た

と
き
、
病
院
の
医
師
の
取
っ
た
処
置

が
、
大
変
、
よ
か
っ
た
。
そ
れ
で
信

用
を
取
り
も
ど
し
た
。
最
後
に
頼
む

所
は
病
院
だ
け
だ
、
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
、
ま
た
、
病
院
が
繁
昌
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
十
五
年
の
夏
の
コ
レ
ラ

で
、
何
人
ぐ
ら
い
死
亡
し
た
か
。
こ

れ
は
記
録
に
は
な
い
の
で
、
は
っ
き

り
し
た
こ
と
は
分
ら
な
い
が
、
こ
の

年
の
九
月
に
真
性
コ
レ
ラ
九
名
、
疑

似
コ
レ
ラ
十
八
名
と
記
録
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
七
・
八
月
に
は
相
当
の
死

亡
者
が
出
た
と
思
わ
れ
る
。
九
月
に

は
い
る
と
、
白
石
・
宮
・
福
岡
で
、

そ
れ
ぞ
れ
、
避
病
院
を
建
て
た
。
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

石
で
は
鉄
道
線
路
を
へ
だ
て
て
、
手

し
ろ
や
ま
　
　
こ
も
ヨ
や
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
め
ゑ

代
山
（
寿
山
と
も
い
う
）
の
下
の
柳

し
　
み
ず

清
水
の
そ
ば
だ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
笹

小
屋
の
よ
う
な
粗
末
な
建
物
だ
っ
た
。

十
月
に
は
い
る
と
、
急
に
下
火
に
な

り
、
さ
し
も
の
コ
レ
ラ
騒
ぎ
も
、
お

さ
ま
っ
た
。
笹
小
屋
避
病
院
は
、
年

内
に
焼
き
払
わ
れ
た
。

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

ノ0

所場間時相談日相談区分所場間時日談相相談区分

白石市役所10：00～14＝OO5　19高齢者職業紹介白石市役所10：00～12：005人権擁護相談

〃10：00～16：0015税務相談〃10：00～12：005行政相談

”9；00～16：00毎週水木金消費生活相談”10：00～12：005　15　25生活相談

”13：00～14：007　28補聴器巡回
サー噛ビス9＝30～15＝0022社会保険相談

定
　
例
　
相
　
談

生
活
の
知
恵

高
橋
昭

　
　
　
　
（
大

三
筆
・
三
蹟
と
古
筆

　
三
筆
、
三
筆
と
は
、
わ
が
国
の
書

道
史
上
、
三
人
の
す
ぐ
れ
た
能
書
家

を
さ
し
て
い
う
。
そ
れ
は
、
平
安
時

代
初
期
の
嵯
峨
天
皇
、
空
海
（
弘
法

た
い
し
　
た
ら
ば
な
の
は
や
も
り

大
師
）
、
橘
逸
勢
で
あ
る
が
、

代
に
来
朝
し
た
僧
、
隠
元
、

ひ
お
う
ば
く
し
ゅ
う

非
は
、

る
か
ら
、

ま
た
、

み
　
こ
う
え
つ
　
　
こ
の
え
の
ぷ
た
だ
　
　
し
の
う

弥
光
悦
、
近
衛
信
引
、

王義江
戸
時

も
く
あ
ん
そ
く

木
庵
即

い
ず
れ
も
黄
漿
宗
の
僧
で
あ

「
黄
辟
木
の
三
筆
」
と
も
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
　
あ

同
じ
江
戸
時
代
初
期
の
本
阿

　
　
　
　
　
　
松
花
堂
昭
乗

の
三
入
を
「
寛
永
の
三
筆
」
と
い
い
、

い
ち
か
わ
ぺ
い
あ
ん
　
　
ぬ
き
　
な
か
い
お
く
　
　
ま
き
り
ヌ
う
　
こ

市
河
米
庵
、
貫
名
海
屋
、
巻
菱
湖
を

「
幕
末
の
一
二
嫌
畢
」
と
い
う
。

　
三
蹟
、
三
蹟
と
は
、
三
筆
に
対
し

て
、
同
じ
よ
う
に
、
わ
が
国
の
書
道

史
上
で
、
三
へ
の
す
ぐ
れ
た
能
書
家

を
さ
し
て
い
う
。
そ
れ
は
、
平
安
時

　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
　
の
ど
う
ふ
う
　
　
ふ
じ

代
中
期
に
現
わ
れ
た
小
野
道
風
、
藤

わ
ら
す
け
ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
な
り

原
佐
理
、
藤
原
行
成
で
あ
る
。
な
お

小
野
道
風
と
、
柳
の
蛙
の
話
は
、
昔

小
学
校
の
国
語
の
教
科
書
に
出
て
い

た
ほ
ど
有
名
で
あ
る
。

　
ニ
　
ひ
つ

　
古
筆
、
古
筆
と
は
、
単
に
古
代
の

筆
跡
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
大
体

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て

書
か
れ
た
和
様
の
書
道
の
優
品
を
さ

し
て
い
う
。
あ
る
場
合
に
は
、
も
っ

と
範
囲
を
せ
ま
く
し
て
、
そ
の
優
品

ち
ゅ
う
で
も
、
と
く
に
仮
名
書
き
の

も
の
を
さ
す
。
桃
山
時
代
か
ら
江
戸

時
代
初
期
に
か
け
て
の
茶
道
の
流
行

に
伴
っ
て
、
鑑
賞
用
と
し
て
、
古
筆

が
、
さ
か
ん
に
愛
好
さ
れ
た
結
果
、

か
ん
し
　

さ
く
し

巻
子
や
冊
子
の
完
全
な
形
で
伝
え
ら

れ
た
歌
集
な
ど
が
、
多
く
の
愛
好
者

の
た
め
に
、
大
小
の
掛
軸
に
適
す
る

よ
う
に
切
断
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
切

断
さ
れ
た
も
の
を
「
古
筆
切
」
と
呼

ぶ
の
で
あ
る
（
野
間
清
六
・
谷
信
一

編
「
日
本
美
術
辞
典
」
に
よ
る
）

市
　
属

立
　
薔

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係

（
白
石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

俳

壇

鈴
木
貞
二
選

山
々
の
紅
葉
流
し
て
水
清
く

遠
藤
省
三

歌

壇

川
　
股
　
兵
　
三
　
選

（
評
）

紅
葉
も
終
り
で
散
り
つ
づ
け
て
い
る
。

は
紅
葉
を
流
し
て
益
々
美
し
い
。

lII

甜
　
　
　
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
咲
く
丘
の
上
マ
リ
ン
バ
の
演
奏
き

㎜　
　
　
　
こ
ゆ
星
空
の
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
と
く

　
　
　
乏
し
け
れ
ど
折
々
記
す
歌
日
記
悲
喜
こ
も
ご
も
の
日

”幽
　
々
を
重
ね
て
　
　
　
　
山
．
同
橋
千
代
子

”
　
　
　
白
石
の
川
沿
へ
堤
風
荒
れ
て
枯
れ
た
る
葦
の
寒
々
と

餌
　
　
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

皿　
　
　
冬
枯
の
さ
み
し
き
庭
に
彩
そ
え
し
さ
ざ
ん
か
の
花
い

　
　
　
　
つ
し
か
散
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
静
恵

鼎
　
凍
て
畑
に
お
お
い
冠
さ
毒
曇
り
欝
き
い
て
小
雪

　
　
　
降
り
来
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
省
三

皐
見
に
訪
ね
来
る
友
を
待
ち
佗
び
て
今
日
も
散
り
に

し
花
を
惜
し
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
正
三

ま
ち街

包
む
濃
き
霧
の
な
か
配
達
の
牛
乳
ビ
ン
の
音
ひ
ぴ

き
来
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

う
め
も
ど
き
の
く
れ
な
い
の
実
に
降
る
雪
は
枝
に
積
、

り
て
か
す
か
に
ゆ
る
る
　
　
　
　
　
　
山
吹
さ
く

稲
架
組
む
兄
の
姿
は
亡
き
父
に
似
て
立
ち
止
ま
る
夕

暮
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
良
子

家
並
み
を
お
お
ひ
立
ち
こ
む
朝
も
や
に
入
も
車
も
吸

込
ま
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
阿
部
み
さ
子

茸
狩
や
木
洩
日
の
中
深
く
踏
む

子
に
あ
り
し
な
や
み
聞
き
や
り
夜
の
雪

つ
む
じ
風
掃
き
溜
め
落
葉
吹
き
飛
ば
す

立
冬
や
母
を
案
じ
る
便
り
読
む

　
　
　
　
も
ず

朝
ま
だ
き
鴨
の
高
音
に
目
覚
め
け
り

台
風
の
あ
と
の
稲
架
々
々
倒
れ
け
り

変
り
ゆ
く
世
を
案
じ
つ
・
紙
を
漉
く

木
々
の
葉
の
お
ち
て
青
空
広
が
り
ぬ

打
つ
た
び
に
庸
の
外
に
豆
は
ぜ
る

わ
ら
べ
う
た
父
娘
や
萩
日
和

菜
を
漬
け
る
妻
の
圧
力
衰
へ
ず

小
野
嘉
津
子

　
山
吹
さ
く

　
三
浦
愛
嶺

　
青
木
良
子

半
沢
も
り
江

　
安
藤
し
げ

　
佐
藤
梅
月

　
村
上
静
枝

阿
部
み
さ
子

高
橋
ま
も
る

　
　
選
者
吟

〆ノ



おi物品競争入札見積
知1

ら…参加資格審査
せ一

板　市管財課では昭和55年度におい

　て物品購入する場合入札並びに見

　積参加資格審査申請書を提出しな

　いと一般競争入札及び指名競争入

　札又は随意契約等の見積提出の資

　格がありませんので物品購入に関

　係ある業者の方は必ず申請書を提

　出願います。

　　尚55年度から資格が2年間有効

　となります。
お

知〉受付期間　昭和55年2月15日～

ら　　　　　3月15日

せ〉申請用紙　市役所、管財課に備

板付けてあります。
［＞提出先　市役所管財課

　詳しくは市役所管財課へお問い

　合せ下さい。　（魯5－2111

　内線302－303）

地籍調査
　　市では、昭和55年度を初年度と

　して地籍調査を実施することにな

　りました。

お　地籍調査は、国土調査法（昭和

知26年法律第180号）に基づいて
ら1筆ごとの土地について、所有者

せ地番、地目の調査、境界及び面積

板に関する測量を行い、土地の利用

　改良等に資する近代的な地図、簿

、

冊を作成する事業です。

　現在法務局（登記所）に保管さ

れている土地に関する資料は、明

治初年に作成されたもので不完全

な点が多く、今日の高度な経済状

勢に対応することは困難な状態に

なっています。

　地籍調査は、土地の基礎調査で

す。すべての土地を、一筆ごとに

近代的測量技術をもって正確に測

量するものです。したがって、地

図上の一筆ごとの地点の地球上に

定める位置が明らかにされること

はもとよ『）、災害により境界が不

明になった場合にも復元する能力

を有するものです。

　調査によりできた図面及び地籍

簿は、皆さんに見てもらった上、

誤りのあるところは修正して、内

閣総理大臣の認証を受けた後、法

務局に送り、登記簿に記載されて

いる地番、地目、面積等は書き替

えられ、今までの字限図にかわっ

て新しい図面か使用されることに

なります。

　このように非常に大切な調査を

20ヵ年の長期に亘る実施計画のも

とに55年度から実施しますので、

この事業が円滑に推進できますよ

う深い御理解と御協力をお願いい

たします（担当　農村課　地籍調

査係）

国民年金

特例納付をできるのはあとわずか

いま実施されている国民年金の特

例納付は、あと4ヵ月、6月30日

で締切られます。　　　　　　　お

　この制度は、まだ国民年金に加知

入していない方や、保険料の納めら

忘れなどで、年金を受けるためにせ

必要な保険料納付期間がた1）ない板

ため、将来、年金を受ける権利の

ない方が、未納の期間分の保険料

を納めることにより、年金を受け

る権利をもってもらおうとするも

ので、今回が最後になります。

　特例納付の保険料は、未納保険

料一ヵ月について4千円となって

おりますが、分納や世帯更生資金

の貸付け制度もありますので、市

役所市民課、国民年金係の窓口にお

お問い合わせ下さい。　　　　　知

　なお、明治44年4月1日以前にら

生まれた方や、任意加入の方にっせ

いては、特例納付ができません。板

募 集

　保健栄養の基礎知識を習得する

ための保健栄養教室受講生を募集

します。

〉受講資格　18歳以上の女子市民

〉受講料　無料（ただし材料費実

　費個人負担）

〉募集人員　40名　　　　　　　お

［＞申込み　2月15日～3月15日ま知

　で市役所衛生課（魯5－211ら

　1内線137・138）　　　せ
　　　　　　　　　　　　　　板〉受講場所　白石市健康センター

〉受講期間　昭和55年4月から56
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年3月まで10回開講

そのたくわしくは市衛生課まで

お　特別養護老人ホー’ム

知

ら　特別養護老人ホームヘの

せ　　　　　　入所手続きについて

板昨年12月号でお知らせしました

　ように、　市内福岡八宮字川原に

　特別養護老入ホーム「八宮荘」が

　社会福祉法人不忘会（代表井元広

　氏）によって設置されます。

　　この老人ホームは、身体上また

　精神上にいちじるしい欠陥がある

　ため常に介護を必要としているの

　停家庭の事情どその養護を受ける

　ことが困難な65歳以上のおとしよ

　りを引き受け、手厚い介護のもと

　におとしよ『）の人達が安心して生
お

　活ができるという施設です。
知
　　今年4月開園の運びとなります
ら

せので・入所申請を下記により受け

板付けますから入所を希望する方は

市社会福祉事務所までお申し出く

ださい。

　なお、詳しいことについては市

社会福祉事務所福祉係（費5－2

111内線139）、または最寄1）

の民生委員におたずねください。

○申請期間1月20日～2月10日まで

簡易保険
　　　入学記念に簡易保険
お
　　　　　　に加入しましょう
知
　　入学シーズンが近ついてきまし
ら
　た。新入学児をもつご家庭では、
せ
　何かと入学の準備にお忙がしいこ
板
　とでしょう。

　　近年、高校・大学へ進学する人

　が増加しており、それに伴う教育

　費も多額になってお1）ます。そこ

　で学費づくりの方法として最適な

　郵便局の学資保険に入学記念とし

　て、ぜひご加入下さるようお勧め

　いたします。

　　学資保険の内容

O大学・高校進学コースがあ『）ま

　す。

○契約者（親）に万一のことがあ

　った場合は保険料が免除されま

　す。

O病気やケガで入院した時でも保

　険金が支払われます。

　詳しくは、　最寄の郵便局又は

保険外務員におたずねください。

税の窓ロ
　あなたやあなたの家族が病気に

かかったりけがをして、多額の医

療費を支払ったときは、所得税を

計算するうえで「医療費控除」が受

けられます。

　この医療費控除を受けるには、

確定申告書に必要な事項を記載し

医療費の領収書を申告書に添付す

るか、申告の際に提示しなければ

な1）ません。

　医療費控除は一

負担した医療費一（5万円と所⇒

得金額の5％相当額のいずれか少

ない金額）の算式で計算します。

医療費は、診療や治療などを受け

るために直接必要な費用で①医師

や歯科医師に支払った診療代や治

療代、②治療や療養のために必要

な医薬品などの購入費、③病院や

診療所へ入院するための費用など

です。

　なお、いわゆる人間ドックや美

容整形のための費用、健康増進の

ためのビタミン剤や予防薬は医療

費になりません。くわしくは最寄

りの税務署や税務相談室におたず

ね下さい。

電報電話局
◎電話の移転は早めにご予約を。

　3月から4月にかけて、人事異

動や家の増改築などが重なり電話

の移転も年間で一番多い季節とな

ります。当局では、住民皆さまの

ご希望に添うため、移転する日の

予約を受けてお『）ますので、少な

くとも「移転する日の10日前まで」

予約されますようご協力をお願い

いたします。

　なお急なお申し出には希望日に

お
知
ら
せ
板

　　　　　　　　　　　　　　お

移転工事ができかねる場合が多い知

のでご了承願います。　　　　　ら

　　　　　　　　　　　　　　せ

◎電話の配管をお忘れなく　　　板

　これからは便利な電話がふえ
“
一
家 庭2台”の時代に入ります。

家の新築や増改築をなさるときは

設計に電話用の配管をお忘れなく。

せっかくの新築の壁や天井に穴を

あけた1）電話線がまる見えでは気

分もよくありません。詳しくは白

石電報電話局営業課（魯5－20

00一一無料）へお問い合せ願いま

す。

宮
城
県
の
最
低
賃
金

最低賃金の件名

宮城県最低賃金
産

業

別

最

｛底

賃

金

品
ぴ
業
金

製
及
備

属
叢
賃

金
造
車
低

械
製
動

機
等
自
最

品
品
業
金

製
備木

装
賃

・
造
底

材
具
f

木
家
製
最

食料贔製造業
最　低　 賃　　金

業
）
金

講4を
賃

讐響

最　｛氏　賃　金　客頁

日　　　額

2，452円

2，825円

2，743円

2，653円

2，589円

1時間
307円

354円

343円

332円

324円

効力発生
年　　月　　日

54．　10．　7

54．　12．　30

54．　12．　30

54．　12．　30

54．　12．　30

O最低賃金額には、精皆勤手当、通勤手当及び家族手当
　は算入されない。
01時間当1）の最低賃金が適用になるのは、時間給者の
　みである。

宮
城
労
働
基
準
局

お
知
ら
せ
板
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2月健藁力乙ク島ク霧』
日

1

4

5

〃

6

〃

7

〃

8

12

〃

13

〃

14

厚

15

〃

18

〃

19

〃

20

”

21

〃

〃

22

25

〃

26

〃

27

〃

〃

28

〃

29

区 分

健　康　相　談

〃

〃

〃

〃

妊　婦　教　室

健　康　相　談

3ヵ月児健診

健　康　相　談

〃

〃

’1

1歳6ヵ月児健診

健　康　相　談

3ヵ月児健診

健　康　相　談

”

〃

〃

〃

戸’

〃

妊　婦　教　室

健　康　相　談

〃

6ヵ月児健診

健　康　相　談

〃

”

〃

3歳6ヵ月児健診

健　康　相　談

〃

2ヵ月児育児相談

健　康　相　談

6ヵ月児健診

健　康　相　談

受付時間
9：00～11：00

〃

〃

9　＝30～11　：00

9：00～11：00

9：30～9：40

9：00～11二〇〇

12：40～12：50

9：00～11：00

”

9　：30～11　：00

9：00～11：00

12130時間厳守

9：00～11：00

12：40～12：50

9：00～11：00

9：30～11：00

9：00～11：00

9：30～11：00

9：00～11：00

9　二30～11　：00

9：00～11：00

9　：30～9　：40

9：00～11：00

9　：30～11　：00

12　：40一一12：50

9：00～11：00

〃

9：30～11：00

9：00～11＝00

12：30～13　：00

9：00～11：00

9　：30～11　：00

9　：50～10；00

13＝00

9：00～11：00

12：40～12：50

9二〇〇～11＝00

対象地区

全　地　区

〃

〃

越河地区

全　地　区

〃

〃

〃

”

〃

白川地区

全　地　区

〃

”

〃

’F

南部山地区

全　地　区

大鷹沢地区

全　地　区

大平地区

全　地　区

”

〃

小原地区

臼石地区以外

全　地　区

〃

斎川地区

全　地　区

〃

”　　’1

福岡地区
白石地区
白石地区以外

全　地　区

白石地区
〃

場 所

健康センター

〃

〃

越河公民館

健康センター

〃

〃

〃

〃

”

白川公民館

健康センター

〃

”

〃

〃

南部山集会所

健康センター

大鷹沢公民館

健康センター

大平公民館

健康センター

〃

〃

小原公民館

健康センター

”

〃

斎川公民館

健康センター

〃

〃

福岡公民館

健康センター

”

〃

〃

備　考

母子手帳交付
11時まで

54．10．18
～11．7

53．8

54．10．18
一一1工．14

母子手帳交付
11時まで

54，8

51．8

54．2

54．8

わが家のアイドル

　　嚢
麺欝簿
　粥　“

’ト「｝曽ず馬「

蒸
灘

0遠藤稚子ちゃん（越河）

ママから一言“大地に根をおろ
して育って欲しい”
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気
◎
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体日急憲当番医

月日

23

10

11

17

24

内　　　科

亘理医院
（5）8501

大沼医院
（5）2502

広瀬医院
（5）0238

芭　医　院
（5）2410

加藤（司）医院

（5）2001

外　　　科

刈田病院
（5）2145

銭谷医院
（5）2010

宮城医院
（5）2062

刈田病院
（5）2145

加藤1大）医院

（5｝4701

都合により変更になる場合もあります
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